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小学校算数指導資料を活用し、
組織的に指導改善を進めよう!!

児童生徒の「学ぶ力」育成通信 No.４

小学校算数指導資料（暫定版）を各校へ配付したところ、アンケートにおいて多数の回答をいただきまし
た。その中で特に多かったのが、「活用している学校の具体例を知りたい」というご意見です。そこで本号
では、吉備中央町立加賀東小学校の取組を紹介します。

義務教育課では、小学校算数における授業改善を進めていくために、
小学校算数指導資料「小学校算数指導改善に向けた教師の学び」（以
下、「指導資料」という。）の説明会を、５月に県内５か所で行いました。

『小学校算数の指導改善に向けた教師の学び～５つのステップと３つのポイント～』から引用

説明会について

特に、割合についての理解を深めるために、図などの表現方法を大切
にしたかったので、その共通理解が図れて良かったです。
また、複数学年の先生と一緒に考えることで、学校全体で割合指導

の改善が進んでいくと思いました。

校内研修で「割合」の設問の誤答分析を基にした授業づくり（４５分程度）

校内研修の様子（新見市立思誠小学校）

演習１

「指導改善に向けた５つのステップ」のいめーじ
ができたので、冊子を活用して指導改善につなげ
ていきたいです。教師自身が大切にする見方・考
え方を児童のつまづきから理解し、授業づくりに生
かしていきたいです。

学習指導要領と教科書を見比べることで、系統性を意識して授業を進める大
切さを改めて感じました。学校全体で重点を決めて取り組む必要があると思いました。

指導資料をもとに５つのステップや３つのポイン
トについて校内研修を行い、本校教員に伝えたい
です。具体的に分かりやすく伝えるために模擬授
業や教科書なども取り入れて伝えていきます。資
料のアップロードまでしてくださり、活用しやすいで
す。

【研修の内容】 指導資料「Ⅱ 算数の指導で大切にしたい３つのポイント」を授業研究の視点に設定し、
指導改善に向けた取組を更に進める。

模擬授業から算数の指導で大切にしたい３つのポイントを考察する
（例）①普段の授業と３つのポイントを意識した授業の２つの模擬授業を行う。

②２つの模擬授業を比べてどうだったか意見を出し合う。
③さらによりよくするにはどういう手立てが考えられるか話し合う。
⇒模擬授業で３つのポイントのよさを実感し、授業改善へ繋げる。
指導資料P９～P１３までが使えそうだね！

説明会を受けての校内研修 （新見市立思誠小学校）

「算数の指導で大切にしたい３つのポイント」についての模擬授業

指導資料はこちら ⇒

３つのポイント（誤答分析・系統性・数学的表現）をもとに授業参観をした後、適切・効果的であったか、
改善するところがあるかについて協議を行いました。

新しい計算の仕方を考えるときは、既習の計算をもとにすること
についての理解が深まりました。

小数のわり算の仕方について実物や図、手の動きによるジェスチャーなど、
様々な表現を用いていたので子どもの理解がしやすくなっていました。

参加された先生方が、自分の授業にどう生かしていくかを考えることで、
授業改善を一歩先に進めることができます。
是非、各校における校内研修でこの指導資料をご活用ください。

校内研修の時間に「指導資料」を活用したいです。各学年の教科書を見合って
系統性を確認したり、具体を通して先生方が「実践したい」「やってみたい」と感じても
らったりすることができる校内研修にしたいです。

義務教育課
大平 智也 指導主事

「指導改善に向けた５つのステップ」についての模擬校内研修

義務教育課
西田 健太 指導主事

演習２

児童の立場で授業を受けてみると、言葉のみでイメージ化する難し
さを思っていた以上に感じました。子ども目線に立つことでどのようなこと
で困るのか、何がわかりにくいのか実感することができました。

具体と抽象を行き来すること、図・式・言葉を関連付けることの
大切さについてわかっていても「どうやって子どもに指導するか」「習得
させるか」が難しいと思っていましたが、今日、模擬授業を体験する
ことでヒントが得られました。

説明会の様子

参加者の声

参加者の感想

参加者の感想
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